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［目的］妊娠末期に羊水中に急増す るdopamine（D

A）は卵膜で産生 されるprostaglandin（PG）との 関

連より陣痛発来機構におい て重要な役割を担 っ て

い ると推測 されて い る．そ こで DAが脱落膜PG産生

に及ぼす効果を検討す るとともに脱落膜における

DA−receptor の測定を行 っ た．

［方法］実験1；正期産産婦で陣痛発来前の 帝王切

開で得られた脱落膜をDA濃度 30ng／m1に調製 した

Krebs−Ringer液で incubateし， 経時的にmedium 中

に放出された PGE，，　 PGFをRIAを用 い て測定 した．

実験2：脱落膜をhomogenate後900xgで遠沈 し， 上清

を12，000xgで再遠沈 して得 られた沈澱物をrecept

or標品として radiolabelled 　receptor 　assay を行

っ た．ligandと して DAi−receptor に は
3H −SCH2339

0を，DA2−receptor に は
sH −

spiperone を用 いた．

［成績］実験 1：DA添加に よ り，
　 PGE2， PGF産生量は

有意な増加を認めた．実験2：今回の脱落膜 recept

or 標品における
3H−SCH23390の 最大結合は0℃で は

4時間〜 6時間で ， 30℃で は2時間〜 4時間で認めら

れた，37℃で は20分で最大結合に達し， 以後急激

に減少した，以上より30℃2，5時間，37℃20分の 2

条件で saturation 　assay を行 っ た結果，　 DA1−rece

ptorの Kd値は30℃で3．33nM， 37℃で 2，86nMで あり，

Bmaxはそれぞれ220．　6fmo1／mg　protein， 85．5fmol

／mg　protein で あっ たが ，　 DA2−receptor に対する

特異的結合は今回の 条件で は認められなか っ た．

［結論］RRA によりヒ ト脱落膜にDAl−receptor の

存在を初めて証明した．in　vitro で ヒ ト脱落膜に

おいて DAがPG産生刺激作用を有するこ とよ り， 生

体内に お い て も羊水中DAが脱落膜 DA−receptor を

介 して PG産生を刺激 し陣痛発来 に関与 して い る可

能性が示唆された．

［目的］多 くの 哺乳勸物子宮平滑筋で 報告されて

い るgap　junction（GJ）の 分娩直前の 出現 ・増加

は ， 細胞個々 の収縮が同期 ・協調するため の 細胞

間結合を促進すると考えられる 。 そ こ で 、 ラ ッ ト

子宮平滑筋の 細胞間結合の変化を細胞内微小電極

挿入法 を用い て 分娩開始前後で比較検討 した 。

［方法］分娩前 （妊娠第18日目）と分娩時 （妊娠

第22日 目で第 1仔の分娩直後）の Wistarラ ッ トよ

り子宮筋新鮮標本を作成し 、
ガ ラ ス 微小電極 を細

胞内 に 挿入後 input　resistance （Ro） とLuc　ifer

Yellow（LY）螢光色素の細胞間拡散を調べ た 。

［成績コ ラ ッ ト子宮筋細胞の Roは、分娩前 （24．1

± 7，45M Ω ［n ＝80］）に比較 して分娩時 （14．8

± 4．79M Ω ［67］）で有意 （p く 0．01）に低下 し 、

細胞内に注入 されたLYは 、分娩前で ほとん ど細胞

間に拡散 しない の に対 して 、 分娩時で迅速か つ 広

範囲に拡散した 。

一方 ， 標本の媒液にOctano1を

加 えると両群 ともRoは短 時間 （1分）に 上昇 （分

娩前、49．0 ± 8．64M Ω ［60］、 p 〈 0。01；分娩

時 、 43．2± 8．51M Ω ［23］、p 〈 0．01） し 、 さら

に媒液に よる標本の洗浄後Roはほぼ対照値に戻 っ

た （分娩前、24．5 ± 4．86M Ω ［20］；分娩時、

15．1 ± 3．15M Ω ［20］） 。 また 、 Octanol投与に

よ りLYの細胞間拡散は分娩時群で も著明に抑制さ

れ た 。

［結論コ分娩時の Ro低下 とLY拡散増加は子宮平滑

筋GJ形成に伴 う細胞間結合の 増加 を 、 また 、
　 Oc−

tanolに よるRo上昇 とLY拡散抑制は GJ透過性低下

に 伴 う細胞間結合の 減少を示 して い る 。
こ の 2 つ

の GJ変化方式 （形成 ・透過性）に伴 う細胞間結合

の変化は 、 妊娠 ラ ッ ト子宮筋の 収縮を調節す るた

め重要な役割 を果た して い るもの と考 えられ る。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


